
県
立
水
産
高
等
学
校

白
　
花
　
塔

「
白
花
塔
」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
碑
は
、

県
立
水
産
高
校
玄
関
前
の
「
燈
心
台
」
の
傍
ら
に

あ
る
。
い
ま
は
台
座
が
失
わ
れ
て
い
る
が
、
当
初

は
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
端
の
台
石
の
上
に
建
立
さ
れ
て

い
た
。
碑
の
背
面
に
は
、
実
習
中
に
亡
く
な
っ
た

生
徒
を
顕
彰
す
る
碑
文
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
刻
ま

れ
て
い
る
。
　
（
振
り
仮
名
・
句
読
点
は
、
筆
者
）

碑
　
文

太
平
洋
（

丈
島
東
方
九
十
粁
付
近
に
於
て
、

大
洋
漁
業
所
属
鮪
漁
船
第
一
束
丸
（
一
三
九

屯
）
は
、
突
風
に
よ
る
時
化
に
遭
い
瞬
時
に

し
て
転
覆
遭
難
す
。
時
正
に
昭
和
三
十
六
年

二
月
二
十
六
日
午
后
五
時
！
卒
業
を
目
前
に

し
て
同
船
に
甲
板
員
と
し
て
乗
船
し
て
い
た

佐
川
洋
君
は
、
同
日
七
時
頃
池
田
船
長
以
下

九
名
と
共
に
、
太
平
洋
の
激
浪
と
た
ヽ
か
い

つ
ヽ
惜
し
く
も
水
産
の
鬼
と
化
し
、
鎮
海
の

神
と
な
っ
て
尊

く
も
散
華
し

た
。
痛
恨
極
ま

り
な
く
哀
惜
措

く
と
こ
ろ
を
し
ら
ず
。
嗚
呼
！
故
佐
川
洋
君
は

山
陽
町
埴
生
の
出
身
、
生
来
寡
黙
実
行
の
士
で

学
業
抜
群
、
特
に
優
秀
な
ラ
ガ
ー
で
も
あ
っ
た
。

君
の
崇
高
な
遺
志
を
永
く
継
承
し
、
後
進
の
志

気
を
益
々
鼓
舞
す
る
た
め
、
茲
に
白
花
塔
を
建

立
し
君
の
冥
福
を
祈
る
。

昭
和
三
十
六
年
六
月
一
日
　
学
校
長
　
北
村

ま
た
、
こ
の
塔
の
建
立
に
関
し
て
は
、
同
校
発

行
の
『
山
水
創
立
四
十
五
周
年
記
念
誌
』
に
つ
ぎ

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

佐
川
君
は
大
洋
漁
業
㈱
へ
の
就
職
が
決

ま
り
、
実
習
中
に
こ
の
難
に
遭
っ
た
。
「
純
白

の
花
」
の
よ
う
に
散
っ
た
同
君
の
水
産
魂
と
勤

勉
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
後
進
の
志
気
を
鼓

舞
し
よ
う
と
こ
の
塔
が
建
て
ら
れ
た
。

遺
族
を
招
い
て
行
わ
れ
た
除
幕
式
で
、
北
村

尚
校
長
は
、
つ
ぎ
の
歌
を
手
向
け
た
。

い
つ
ま
で
も
君
が
心
を
残
さ
む
と

白
き
花
も
て
こ
の
土
に
盛
る
。

（
正
）

（
寄
稿
・
長
門
市
郷
土
文
化
研
究
会
）

こ ち ら　119
その時あなたは… 何かできますか？

不慮の事故、病気で呼吸あるいは心臓が停止してから、
脳が生きていられる時間は4 分といわれています。

救急車が来るまで、手をこまねいて見ていたら助かる
命も助かりません。いざという時に応急手当ができるよ
う応急手当講座（普通救命講習）を受講しましょう。

職場、地域、グループ単位でお気軽に消防署までお申
し込み下さい。

長門地区中央消防署　22- 01  1 9
火災時の問い合わせ　22- 1  41  4

救急車がくる までに…

とつさの手当てが
命を救う！

広報 ながと2003. 5. 1 1
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